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テレビの力で

福島の人を幸せに
東日本大震災で福島県郡山

市にある実家が被災しました。地
震や津波による甚大な被害を目
の当たりにし、大きなショックを受
けたことを今でも覚えています。

当時は経済的な面で、家族に迷惑をかけたくないと大学を休学することさえ考えました。
そんな中、三菱商事復興支援財団の支援があると知り、給付を受けることができたのは、
本当に救いであり、希望でした。ありがとうございます。

おかげさまで無事大学を卒業し、今は、福島県のテレビ局で働いています。今の私の夢
は、テレビの力で福島の人を幸せにすること！ また、福島の元気と今を発信し、震災でお世
話になった皆さんに恩返しができればと思っています。

就職したテレビ局のスタジオにて

福島県郡山市 
2016年3月卒業
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東日本大震災で被災し、石巻の実家が床
上浸水の被害を受けました。友人も亡くし、当
時は本当に本当につらかったです。その時、
手を差し伸べてくれたのが三菱商事復興支援
財団でした。奨学金を4 年間給付していただ
いたおかげで、両親の負担も減り、私立大学
に通い続けることができました。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。

今私にできることは、消防士として一人でも多くの人を助け、市民の皆さ
んの安心、安全の生活に貢献することです。そのことに全力を尽くすこと
が、財団への恩返しになると考えています。震災を通して感じた全てのこと
を忘れず、日々感謝しながら頑張っていきたいです。

消防学校での防火衣着装訓練

震災により思い出の詰まった祖母の家がなくなったり、自宅
が床上浸水したりしましたが、三菱商事復興支援財団の奨
学金の給付により大学での勉強が可能になりました。

在学中は夢であった漫画家を目指し、美術系の学校なら
ではの芸術に関する授業から多くのことを学び、刺激を受け、
創作に活かすことができました。そして在学中に新人賞を受賞
したり作品を掲載できたりと、目標を一つ一つ達成していくこ
とができました。

漫画などの娯楽作品や芸術作品などは、人々の心や内面
の部分の癒しになるということを深く痛感し、また絶対的な確
信を得ることができました。

このような時間や機会を支えていただいたことに対する感謝
と、それに応える形で、この先の自分の夢の実現を成し遂げ
たいと考えています。

「古都の二人果報を探る事」（「ゲッサン」2017年3月号）。2013
年11月には「花は夕暮れ」で小学館「第53回GET THE SUN 
新人賞」の佳作を受賞した

宮城県石巻市 
2016年3月卒業
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貢献したい

人々の心の癒しに

当財団では、被災により修学が困難となった学生を支援するため、学生支援奨学金制度を設け
ています。国内の大学生を対象に、2016年度は368名へ支給（1年間）。2011年度からの
累計で4,729名に奨学金を給付しました。夢の実現に向かって進む、奨学生の声を紹介します。

宮城県石巻市 
２０１６年３月卒業
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Facts & Figures
2016年度活動データ

● 産業復興・雇用創出支援（2012－2016年度）

支援先 概　要 融資額（百万円）

三浦商店
（岩手県洋野町）

岩手県内随一のサバの取扱量を誇る水産加工事業者への支援。 20

長根商店
（岩手県洋野町）

キノコや山菜の加工・販売を行う事業者の工場移転・拡張を支援。
2015年5月竣工。 30

ひろの屋
（岩手県洋野町）

洋野町沿岸全域に広がる「うに牧場」で育成される北紫うにのブラン
ド化事業を支援。2016年7月水産加工場竣工。 12.5

たろう観光ホテル
（岩手県宮古市）

津波で壊滅的被害を受けたホテルの高台での再建支援。2015年6月
「渚亭 たろう庵」オープン。 40

ナカショク
（岩手県大槌町）

津波で全壊した工場を2012年再開。財団資金で一括仕入れ体制構
築を支援。 40

伊藤商店
（岩手県大槌町）

釜石市に本社を置く水産加工業者の冷蔵施設再建を支援。 50

宝来館
（岩手県釜石市）

本館のリニューアルと、完全に流失した別館の再建を支援。2015年
4月完成。 20

海楽荘
（岩手県大船渡市）

大船渡市碁石海岸で人気の民宿「海楽荘」を営む事業者へのホテル
新規創業支援。 50

森下水産
（岩手県大船渡市）

大船渡市の水産加工業者の新工場建設支援。2015年2月竣工。 50

太洋産業
（岩手県大船渡市）

大船渡発祥の水産加工メーカー。同社主力商品である鮭フレークの
工場再建を支援。2013年3月竣工。 100

キャピタルホテル1000
（岩手県陸前高田市）

産業復興・雇用創出支援第1号案件。気仙沼信用金庫との協働によ
り、津波により全壊したホテルの再建を支援。2013年11月オープン。 100

八木澤商店
（岩手県陸前高田市）

200年以上にわたり陸前高田市で醤油・味噌などの醸造業を営んで
きた事業者への支援。 31

あんしん生活
（岩手県陸前高田市）

地元海産物を利用した冷凍加工品を製造販売する事業者への支援。 20

カメリアン・プロダクツサービス
（岩手県陸前高田市）

2013年10月に起業した飲食店を展開する企業への創業支援。 30

紬
（岩手県陸前高田市）

震災後起業した、地域資源の気仙杉を活用した家具キット等の製造
販売事業者への支援。 5

岩手県

支援先 概　要 融資額（百万円）

気仙沼地域エネルギー開発
（宮城県気仙沼市）

木質バイオマスを利用した熱電併給事業への支援。2016 年 2月
本格稼働。 100

気仙沼産業センター
（宮城県気仙沼市）

気仙沼魚市場に隣接していた、海鮮市場「海の市」の再建支援。 50

三陸飼料
（宮城県気仙沼市）

気仙沼地域の水産加工業者から出る魚のアラ等を原料として、畜産
飼料を製造する事業者に対する支援。 100

気仙沼ケーブルネットワーク
（宮城県気仙沼市）

防災放送機能を重視する気仙沼市もバックアップする、ケーブルテ
レビ事業再建への支援。 50

駅前ストアー
（宮城県気仙沼市）

気仙沼市内でスーパーマーケット「クリエみうら」を展開する事業者
への支援。 50

ヨシエイ加工
（宮城県気仙沼市）

気仙沼で水揚げされるサメの買い付けにこだわる、フカヒレ加工業者
への支援。 60

協同水産
（宮城県気仙沼市）

サメのすり身加工の特許を保有。2012年に事業再開。一部機械の更
新を支援。 20

サンフレッシュ小泉農園
（宮城県気仙沼市）

壊滅的な被害を受けた水田地帯での、トマト水耕栽培事業創業を
支援。2015年9月竣工。 50

南三陸町社会福祉協議会
（宮城県南三陸町）

津波により全壊したデイサービスの再建支援。町内に2カ所のデイ
サービス施設を建設。 22

及川商店
（宮城県南三陸町）

4工場を流出し、一つの工場で事業回復に努めてきた。水産加工団地
への工場建設を支援。 50

及新
（宮城県南三陸町）

水産加工団地への、地元特産であるメカブの加工工場新設を支援。 50

セッショナブル
（宮城県女川町）

東北産の杉などを利用して製造するエレキギターの工房開設支援。
2016年3月工房を開設、12月第1弾モデルを発売。 20

アイローカル
（宮城県女川町）

地産の素材を活用した手作りせっけんの製造販売事業を支援。
若者の雇用増を目指す。 2

浜人
（宮城県石巻市）

十三浜で漁業の6次産業化を目指す事業者を支援。 2

ヤマニシ
（宮城県石巻市）

東北最大級の造船所。東日本大震災事業者再生支援機構や地元・七十七銀
行が総額100億円規模の金融支援を実行。2014年1月、修繕ドック完成。 100

協働マネジメント
（宮城県石巻市）

石巻市での飲食店開業支援。2016年4月リニューアルオープン。 19

ラポールヘア・グループ
（宮城県石巻市）

被災地域の美容師に働く場を提供することを目的に起業した美容室
チェーンへの支援。 40

桃浦かき生産者
（宮城県石巻市）

カキの6次化事業者へ、日本初の高圧式カキ剥き機導入を支援。
2015年5月竣工。 30

大地フーズ
（宮城県美里町）

冷凍ハンバーグ等の製造事業立て直しのため、冷凍保管庫の増設を
支援。 10

宮城県
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● 学生支援奨学金

［三菱商事グループによる社員ボランティア活動］

● 復興支援助成金
年　　度 助成件数
2011年度 185件（約4.5億円）

2012年度  184件（約4.2億円）

2013年度 48件（約1.2億円）

2014年度 8件（約0.5億円）

累　　計  425件（約10億円）

年　　度 受給者数
2011年度 633名（約  7.6億円）

2012年度  1,072名（約12.9億円）

2013年度 996名（約12.0億円）

2014年度 994名（約11.9億円）

2015年度 666名（約  8.0億円）

2016年度 368名（約  3.1億円）

累　　計  4,729名（約55億円）

年　　度 活動回数（参加者数）
2011年度 71回（1,324人）
2012年度 40回（  941人）
2013年度 39回（  735人）
2014年度 38回（  606人）
2015年度 28回（  513人）
2016年度 21回（  404人）
累　　計 237回（4,523人）

支援先 概　要 融資額（百万円）

村上商事
（宮城県塩竈市）

近海マグロ漁業や冷蔵保管業務を行う事業者への支援。 30

ゼライス
（宮城県多賀城市）

東北地方唯一のゼラチンおよびコラーゲン製造販売企業を支援。 50

アップルファーム
（宮城県仙台市）

仙台市における障がい者雇用飲食サービス事業への支援。 10

みちさき
（宮城県仙台市）

津波により塩害を受けた4ヘクタールの土地に、大規模養液栽培
ハウスを新設した事業者への支援。 100

仙台秋保醸造所
（宮城県仙台市）

東北産原料を積極的に活用。交流人口増加への寄与を目指す。
赤とロゼ、シードルに続き、白ワインを発売。 50

GRA
（宮城県山元町）

地元農家の方を雇用し、IT技術を駆使した新たなイチゴ栽培に挑戦
している企業への支援。2015年6月通年栽培施設をオープン。 50

支援先 概　要 融資額（百万円）

旭屋
（福島県相馬市）

B-1グランプリ「なみえ焼そば」の加工工場移転を支援。2014年8月
竣工。 50

南相馬ソーラー・アグリパーク
（福島県南相馬市）

福島県南相馬市に建設された太陽光発電所と植物工場を利用した、
子どもたちの職業体験プログラムへの支援。2013年5月オープン。 30

相馬の里
（福島県南相馬市）

南相馬市におけるサービス付高齢者住宅の新設支援。 30

南相馬復興アグリ
（福島県南相馬市）

地元関係者とトマト生産施設を2015年11月建設。農業人材育成に
も取り組む。 50

小高ワーカーズベース
（福島県南相馬市）

避難区域となった南相馬市小高区への復帰を促す活動を展開。
2016年6月ガラスアクセサリー工房開設。 3

いちばん星
（福島県南相馬市）

農家民宿等を経営する社団法人の株式会社化を支援し、持続的な収
益事業への成長と雇用増を目指す。 10

会津中央乳業
（福島県会津坂下町）

ワンランク上の乳製品を製造販売。チーズの新ブランド開発を支援
し、2015年8月発売。 12

IIE
（福島県会津坂下町）

震災後起業した、伝統工芸会津木綿を用いた雑貨商品の製作販売事
業者への支援。 7

キャニオンワークス
（福島県浪江町）

福島県浪江町で縫製工場を営業していた事業者の、いわき市への工
場新設を支援。2014年4月竣工。 50

しらかわ五葉倶楽部
（福島県白河市）

ホウレン草の植物工場とムース食品工場による6次化事業を支援。
2014年12月竣工。 50

什一屋
（福島県いわき市）

福島県富岡町から移転。2014年8月、いわき市でホテル事業再開。 50

福島県
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名 称

設立目的

事業内容

役 員

サ イ ト

所 在 地

公益財団法人 三菱商事復興支援財団

東日本大震災において被災した地域の復興に寄与することを目的とする

1.奨学金の給付
2.団体（NPO法人や社会福祉法人など）に対する助成金の給付
3.その他、産業復興・雇用創出などに資する事業

会長
　小林　 健　（三菱商事 取締役会長）
副会長
　榊田 雅和　（三菱商事 代表取締役 常務執行役員 コーポレート担当役員）
代表理事
　小林 建司　（三菱商事 総務部長）

理事
　足達 英一郎 （日本総合研究所 理事）
　上野 征夫　（ドリームインキュベータ 取締役）
　大島 仁志　（公益財団法人 民際センター 理事）
評議員
　末吉 竹二郎 （国連環境計画 金融イニシアチブ特別顧問）
　鬼頭　 宏    （静岡県立大学学長）
　菊地 清貴　（三菱商事 生活産業グループCEOオフィス室長）

監事
　蜂谷 由文 　（三菱商事 執行役員 主計部長）
　藤間 秋男   （公認会計士）

http://www.mitsubishicorp-foundation.org/

〒100-8086　東京都千代田区丸の内2-3-1
03-3210-9770（代）

［郡山事務所］
〒963-8004　福島県郡山市中町1-22 郡山大同生命ビル10階
024-955-6011

三菱商事復興支援財団概要　　2017年6月30日時点科        目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部

１．流動資産
現金預金  62,792,080 9,460,172 53,331,908
売掛金  1,661,472 3,394,224 △ 1,732,752
未収入金  1,471,683 1,525,724 △ 54,041
原料 639,584 436,364 203,220
副原料  605,351 371,549 233,802
資材  2,397,959 867,021 1,530,938
仕掛品 85,115,263 17,488,445 67,626,818
立替金  0 45,360 △ 45,360
前払費用  2,591,804 2,473,179 118,625
仮払金  0 702,728 △ 702,728

流動資産合計 157,275,196 36,764,766 120,510,430
２．固定資産
（2）特定資産

事業積立資産 434,466,089 396,597,214 37,868,875
出資金  1,761,500,001 1,767,000,000 △ 5,499,999
長期貸付金  225,400,000 197,600,000 27,800,000
敷金  1,621,880 1,621,880 0
建物  518,306,567 536,301,429 △ 17,994,862
機械・設備  118,987,090 131,518,164 △ 12,531,074
建物付属設備 153,113,378 167,589,778 △ 14,476,400
構築物  55,917,087 61,009,253 △ 5,092,166
什器備品  868,636 626,775 241,861
ソフトウェア 2,050,960 0 2,050,960
商標権 1,934,782 0 1,934,782

特定資産合計 3,274,166,470 3,259,864,493 14,301,977
（3）その他固定資産

建物附属設備 686,370 854,885 △ 168,515
什器備品 257,463 317,348 △ 59,885
敷金 15,500 15,500 0
ソフトウェア 0 910,106 △ 910,106
長期未収収益 3,206,575 2,406,575 800,000

その他固定資産合計 4,165,908 4,504,414 △ 338,506
固定資産合計 3,278,332,378 3,264,368,907 13,963,471
資産合計 3,435,607,574 3,301,133,673 134,473,901

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

買掛金 4,152,628 1,833,798 2,318,830
未払金 8,380,419 11,599,455 △ 3,219,036
預り金 0 46,047 △ 46,047

流動負債合計 12,533,047 13,479,300 △ 946,253
負債合計 12,533,047 13,479,300 △ 946,253

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産

指定正味財産合計 3,362,924,627 3,259,864,493 103,060,134
（うち特定資産への充当額） 3,274,166,470 3,259,864,493 14,301,977

２．一般正味財産 60,149,900 27,789,880 32,360,020
正味財産合計 3,423,074,527 3,287,654,373 135,420,154
負債及び正味財産合計 3,435,607,574 3,301,133,673 134,473,901

貸借対照表
2017年3月31日現在

公益財団法人 三菱商事復興支援財団 （単位:円）

2016年度

財務報告

002486

34 35




